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K を標数 0の体とし，K[x, y]を x, yからなる２変数非可換多項式環とする．また I = 〈xy− yx− x〉
を xy − yx − x から生成される K[x, y] のイデアルとし，A = K[x, y]/I，すなわち非可換多項式環

K[x, y]をイデアル I で割った剰余環とする．以後，Aにおける元 x̄ = x + I，ȳ = y + I を（記号を流

用して）それぞれ x，yと表記する．このとき，次の事実が成り立つ．

定理 1. (Bernoulli-type relations)

Aを上のように定義し，Aの元 wk,` を

wk,` = (xyk − yk x)x` ∈ A (k ≥ 1, ` ≥ 0)

とおく．このとき，次の関係式が成り立つ．
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ここで
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は２項係数であり，Bn は B1 = 1/2 をとるベルヌーイ数である．この関係式を

“Bernoulli-type relations”と呼ぶことにする．今回の講演ではこの Bernoulli-type relationsに関係す

る結果についてお話します．
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